
1 

２０２６年ＪＡＦ地方ラリー選手権のクラス区分等について 

 

２０２６年日本ラリー選手権規定第１３条参加車両および第１４条クラス区分に基づき、 

２０２６年ＪＡＦ地方ラリー選手権クラス区分等について、下記の通りお知らせいたします。 

 

 

１ 北海道ラリー選手権 

１）クラス区分： 

ＲＡ-１クラス 排気量 2,500㏄を超える車両 

ＲＡ-２クラス 排気量 1,500㏄を超え、2,500㏄以下の車両 

および 1,500㏄以下の４輪駆動の車両 

ＲＡ-３クラス 排気量 1,500㏄以下の２輪駆動の車両 

ＲＡ-４クラス 排気量 1,500㏄以下のＡＴ車両 

およびＡＥ車両（排気量区分無し） 

※ＲＰＮ車両は同一車両型式の最も古いＪＡＦ登録年が２００６年１月１日以降の車両とする。 

２）過給器付車両のエアリストリクター： 

ＲＡ-１クラス 装着を義務付ける。 

ＲＡ-２クラス 装着は任意とする。 

ＲＡ-３クラス 装着は任意とする。 

ＲＡ-４クラス 装着は任意とする。 

※エアリストリクターのサイズについて：３３㎜（外径３９㎜未満）とする。 

※年次制限は設けない。 

３）タイヤおよびホイール： 

２０２６年全日本ラリー選手権統一規則に従う。 

 

 

２ 東日本ラリー選手権 

１）クラス区分： 

ＢＣ１クラス 気筒容積 2,500㏄を超える４輪駆動車両 

および気筒容積区別なしのＲＲＮ車両 

ＢＣ２クラス 気筒容積 1,500㏄を超える２輪駆動車両 

および気筒容積 1,500㏄を超え 2,500㏄を含み 2,500㏄までの４輪駆動車両 

ＢＣ３クラス 気筒容積 1,500㏄を含み 1,500㏄までの車両 

および２００６年以降登録の気筒容積 1,600㏄以下のＲＰＮ車両 

ＢＣ４クラス 気筒容積区別なしのＡＥ車両とＡＴ車両 

※ＡＴ車両に関して車両重量が２トン以下の気筒容積 2,500 ㏄以上の４輪駆動

車両は除く 

２）過給器付車両のエアリストリクター： 

リストリクターの装着は任意とする。 

３）タイヤおよびホイール： 

ＢＣ１クラス 最大直径 18インチ 最大幅 8.5インチ 

ＢＣ２クラス 最大直径 18インチ 最大幅 7.5インチ 

ＢＣ３クラス 最大直径 18インチ 最大幅 7.0インチ 

ＢＣ４クラス 最大直径 18インチ 最大幅 7.5インチ 

※ＲＪ車両およびＢＣ４クラスの車両重量が 1.5トン以上の車両については、同一車両型式のカ

タログに記載されているホイールサイズを最大値とする。 
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３ 中部・近畿ラリー選手権 

１）クラス区分： 

ＤＥ-１クラス 気筒容積が 2,500㏄を超える４輪駆動のＲＪ、またはＲＦ車両。 

４輪駆動のＲＲＮ車両。 

ＤＥ-２クラス 気筒容積が 1,500㏄を超え 2,500㏄以下のＲＪ、ＲＰＮまたはＲＦ車両。 

気筒容積が 2,500㏄を超える２輪駆動のＲＪ、ＲＰＮまたはＲＦ車両。 

２輪駆動のＲＲＮ車両 

ＤＥ-５クラス 気筒容積が 1,500㏄以下のＲＪ、ＲＰＮまたはＲＦ車両。 

ＤＥ-６クラス 気筒容積が 1,500㏄以下のＲＰＮまたはＲＦ車両（ＡＴに限定）。 

気筒容積が 2,500㏄以下のＡＥ車両。 

ＤＥ-２、５および６クラスのＲＰＮの年次制限については、同一車両型式の最も古いＪＡＦ

登録年が２００６年１月１日以降の車両のみ参加が認められる。 

２）過給器付車両のエアリストリクター： 

全クラス任意とする。但し、エアリストリクターを装着する場合、そのサイズは最大内径３３

㎜（外径：３９㎜未満）とする。さらに、ＤＥ-１クラスにおいてエアリストリクターを装着しな

い場合は、エンジンコントロールユニット（ECU）の変更、改造を認めない。 

３）タイヤおよびホイール： 

【ホイール】 

ＤＥ-１クラス：最大直径 18インチ  最大幅 8インチ 

ＤＥ-２クラス：最大直径 18インチ  最大幅 7.5インチ 

ＤＥ-５クラス：最大直径 18インチ  最大幅 7インチ 

ＤＥ-６クラス：最大直径 18インチ  最大幅 8インチ 

 

※三菱ランサー、およびスバルインプレッサ、ＷＲＸはホイールサイズが少ないことを考慮し、

最大直径 18インチ  最大幅 8.5インチまでとする。 

 

【タイヤ】 

ＤＥ-１クラスにおいて、下記の最大幅を超えていないこと。 

－ＤＥ-１クラス：最大幅リム/235mm以下、直径 650mm以下（タイヤに刻印されたサイズ） 

 

※三菱ランサー、およびスバルインプレッサ、ＷＲＸはホイールサイズが少ないことを考慮し、

最大幅 245ミリ（タイヤに刻印されたサイズ）までとする。 
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４ 中四国ラリー選手権 

１）クラス区分： 

ＦＧ-１クラス 気筒容積が 2,500㏄を超える４輪駆動車両 

ＦＧ-２クラス 気筒容積が 1,500㏄を超える２輪駆動車両 

および気筒容積が 1,500㏄を超え 2,500㏄以下の４輪駆動車両 

ＦＧ-３クラス 気筒容積が 1,500㏄以下の車両 

ＦＧ-４クラス 気筒容積が 1,500㏄以下のＲＰＮ車両 

および気筒容積区分なしのＡＥ車両 

ＲＰＮ車両の年次制限は行わない。 

２）過給器付車両のエアリストリクター： 

エアリストリクターの装着は任意とする。 

３）タイヤおよびホイール： 

総排気量が 1,400㏄以下の車両 最大直径 14インチ、最大幅 6インチ 

総排気量 1,400 ㏄を超え 2,000 ㏄以下

の車両 

最大直径 16インチ、最大幅 7インチ 

総排気量が 2,000㏄を超える車両 最大直径 17インチ、最大幅 7.5インチ 

 

 

５ 九州ラリー選手権 

１）クラス区分： 

ＲＨ-１クラス 気筒容積 2,500㏄を超えるＲＪ車両、ＲＦ車両、ＲＰＮ車両 

および気筒容積区分なしのＲＲＮ車両 

ＲＨ-２クラス 気筒容積 1,500㏄を超え 2,500㏄以下のＲＪ車両、ＲＦ車両、ＲＰＮ車両 

ＲＨ-３クラス 気筒容積 1,500㏄以下のＲＪ車両、ＲＦ車両 

ＲＨ-４クラス 気筒容積 1,500㏄以下の２輪駆動のＲＰＮ車両 

ＲＨ-５クラス 気筒容積 1,500㏄を超えるＡＴ限定のＲＪ車両、ＲＦ車両、ＲＰＮ車両、 

気筒容積 1,500 ㏄以下のＡＴ限定の後輪駆動・４ＷＤのＲＪ車両、ＲＦ車両、

ＲＰＮ車両、およびＲＨ-６クラスに含まれないＡＥ車両（ＡＴに限らない）。 

ＲＨ-６クラス 気筒容積 1,586 ㏄以下のＡＴ限定の前輪駆動のＲＪ車両、ＲＦ車両、ＲＰＮ車

両、および気筒容積 1,800㏄以下のＡＴ限定のＡＥ車両（HEV・PHEV） 

ＲＰＮ車両の年次制限は行わない。 

２）過給器付車両のエアリストリクター： 

ＲＨ-１クラスの過給器付車両はエアリストリクターの装着を義務付ける。 

エアリストリクターを装着する場合は最大内径３３mmとする。 

３）タイヤおよびホイール： 

装着するホイールは、２０２６年日本ラリー選手権規定第３章第１４条２クラス区分に従って

定められる下記の最大直径および最大幅とする。 

ＲＨ-１クラス 最大直径 18インチ 最大幅 8.5インチ 

ＲＨ-２クラス 最大直径 17インチ 最大幅 7.5インチ 

ＲＨ-３・４・６クラス 最大直径 16インチ 最大幅 7インチ 

ＲＨ-５クラス 最大直径 18インチ 最大幅 8インチ 

以上 

 




